
滋賀県立彦根工業高等学校（定時制）

学年 ３年 単位数 ２
■ 必修 □ 選択

目標

月

■ ■ ■

■ ■ □

■ ■ □

□

・小説「清兵衛と瓢簞」「旅する本」を通して主人公の性格や心情を読み取り、
　予想外な展開を楽しむ。
　
・評論「コインは円形か」「『わらしべ長者』の経済学」を通して自分自身の
　既成概念を感じるとともに、柔軟な発想を身につけることの大切さを学ぶ。

・小説「沖縄の手記から」を通して、戦場となった沖縄で命の瀬戸際を生きる
　人々の思いを汲み取るとともに、戦争の悲惨さと命の大切さを感じる。

・伊勢物語「芥川」「筒井筒」を通して歌物語の面白さを知り、歌に込められた
　作者の心情を読み取る。
・「万葉集」「古今和歌集」「新古今和歌集」を通して和歌の深みを感じると
　ともに、時代・歌集によって違う歌風を楽しむ。
・平家物語「木曽の最期」を通して、物語の底流にある盛者必衰を感じる。

使用教室 ＨＲ教室
104数研 国総351

国語を的確に理解して適切に表現する能力を育成し、伝え合う力を高めるとともに
思考力を伸ばし、心情を豊かにする。また、言語感覚を磨き、言語文化に対する関
心を深め、国語を尊重してその向上を図る態度を育てる。

学習意欲

国語総合
教科名 国語 科目名

新編　国語総合
使用教科書等

内　　　　　容

１２

９

１０

１１

６

７

４

５

評
価
方
法

興味関心

関心・意欲・態度

話す・聞く能力

書く能力

その他（　　　　　　　　　　　　　）

・文章を読み解き、表現するために必要な表記、語句、語彙、
　語法などを理解し、その知識を身につけているか。

読む能力

備
　
考

学習態度

出席状況 提出物 作品

定期考査 小テスト 技術・技能

評
　
価
　
観
　
点

・文章を読み解き、表現するために必要な表記、語句、語彙、
　語法などを理解し、その知識を身につけているか。
・古文、漢文の読解に必要な基礎的なルールを知り、音読や
　書き下しが問題なくできているか。

知識・理解

１

２

３

・俳諧紀行「おくのほそ道」を通して、俳句の奥深さや一字一句の重みを感じる。

・史伝「乱世の姦雄」「水魚の交わり」「赤壁の戦い」を通して三国史時代の
　英雄たちの生き様やエピソードを知り、当時の人々の生き方に思いを寄せる。

・国語や言語に対する関心を深めて進んで表現し、理解すると
　ともに、伝え合おうとしているか。

・自分の意見をまとめ、わかりやすく発表するとともに、
　他者の発言内容を理解し、自分の考えと対比できているか。

・自分の考えを要約し深めることにより、相手や目的に応じて
　適切に文章に表すことができているか。



滋賀県立彦根工業高等学校（定時制）

学年 ３年 単位数 ２
■ 必修 □ 選択

目標

月

第１部　私たちの生きる社会
第１章　　地球環境問題
第２章　　資源・エネルギー問題
第３章　　生命科学と情報技術の課題

第２部　現代の社会と人間
（１）青年期と自己の形成

第１章　　自分らしく生きる
第２章　　人間としてよく生きる
第３章　　日本人としての自覚

（２）現代の民主政治と日本国憲法
第１章　　現代国家と民主政治
第２章　　日本国憲法の基本的性格
第３章　　日本の政治機構と政治参加　　　

（３）現代の経済社会と国民生活
第１章　　現代の経済社会

第２章　　日本経済の特質と国民生活

（４）国際社会と人類の課題
第１章　　国際政治の動向
第２章　　国際経済の動向と国際協力

■ ■ ■

■ ■ □

■ □ □

□

現代の社会と人間にかかわる事柄に対する関心を高め、意欲的
に課題を追究するとともに、平和で民主的なよりよい社会の実
現に向けて参加、協力する態度を身に付け人間としての在り方
生き方についての自覚を深めようとする。
現代の社会と人間にかかわる事柄から課題を見いだし、社会的
事象の本質や人間の存在及び価値などについて広い視野に立っ
て多面的・多角的に考察し、社会の変化や様々な考え方を踏ま
え公正に判断して、その過程や結果を適切に表現している。

現代の社会と人間にかかわる事柄に関する諸資料を収集し、有
用な情報を適切に選択して、効果的に活用している。

現代社会
教科名 公民 科目名

最新　現代社会 新訂版
使用教科書等 使用教室 ＨＲ教室

007　実教 現社315

１

２

３

学習意欲

その他（　　　　　　　　　　　　　）

技能

現代の社会的事象と人間としての在り方生き方とにかかわる基
本的な事柄を理解し、その知識を身に付けている。

知識・理解

備
　
考

学習態度

出席状況 提出物 作品

定期考査 小テスト 技術・技能

評
価
方
法

興味関心

評
　
価
　
観
　
点

関心・意欲・態度

思考・判断・表現

４

５

人間の尊重と科学的な探究の精神に基づいて、現代社会の基本的な問題について、
主体的に考察し、公正に判断するとともに、良識ある公民として必要な能力と態度
を育てる。

内　　　　　容

１２

６

７

９

１０

１１



学年 ３年 単位数 1
■ 必修 □ 選択

目標

月

第３章　図形と計量
第１節 三角比
①直角三角形 ②三角比
③三角比の利用 ④三角比の相互関係
⑤鈍角の三角比

課題学習 校舎や陸橋など建築物の高さを安全に工夫して測量してみる

第２節 三角形への応用
①正弦定理 ②余弦定理
③三角形の面積

第５章　データの分析
①データの整理 ②データの代表値

第５章　データの分析
③データの散らばり(1) ④データの散らばり(2)

⑤データの相関

課題学習 身近なもののデータからその特徴や傾向を読み取り、データの
活用の方法を考察する。

■ ■ ■

■ ■ □

■ □ □

□

３

内　　　　　容

数学Ⅰ
教科名 数学 科目名

改訂版　新　高校の数学Ⅰ
使用教科書等 使用教室 ＨＲ教室

104数研 数Ⅰ331

２次関数、図形と計量について理解させ、基礎的な知識の習得と技能の習熟を図
り、それらを的確に活用する能力を伸ばすとともに、数学的な見方や考え方のよさ
を認識できるようにする。

１０

１１

１２

１

２

４

５

６

７

９

関心・意欲・態度

数学的な見方や考
え方

２次関数、図形と計量における数学的な見方や考え方を身に付
け、事象を数学的にとらえ、多面的・発展的に考える。

２次関数、図形と計量において、事象を数学的に考察し、表現
し処理する仕方や推論の方法を身に付ける。

数学的な技能

２次関数、図形と計量における基本的な概念・原理・法則、用
語・記号を理解し、基礎的な知識を身に付ける。

知識・理解

評
価
方
法

興味関心 学習意欲 学習態度

備
　
考

出席状況 提出物 作品

定期考査 小テスト 技術・技能

その他（　　　　　　　　　　　　　）

評
　
価
　
観
　
点

２次関数、図形と計量に関心をもち、数学的な見方や考え方を
認識し、事象の考察に活用しようとする。



滋賀県立彦根工業高等学校（定時制）

学年 ３年 単位数 ２
■ 必修 □ 選択

目標

月

■ ■ ■

■ ■ □

■ □ □

□

使用教室 ＨＲ教室
7実教 化基317

小テスト 技術・技能

学習意欲

物質の成り立ちと物質の変化を中心に、自然現象に関心を持
ち、それらを探求する意欲と自然を総合的にとらえる見方を身
につけている。

　自然の事物・現象に関する観察などを通して、エネルギーと物質の成り立ちを中
心に、自然の事物・現象について理解させる。

内　　　　　容

物質の成り立ちと物質の変化を中心とした観察・実験を行う。

○物質の探求
　　物質の性質と分離　　物質の成分
○物質の構成粒子
　　原子の構造　　電子配置と周期表
○物質と化学反応
　　イオンとイオン結合　　金属と金属結合　　分子と共有結合

○物質量と化学変化
　　原子量・分子量と物質量　　化学変化の量的関係

○酸と塩基
　　酸と塩基　　水素イオン濃度とｐＨ　　中和反応と塩の生成
　　中和反応の量的関係と中和滴定

○酸化と還元
　　酸化と還元　　酸化還元反応の利用

化学基礎
教科名 理科 科目名

高校化学基礎　新訂版
使用教科書等

評
価
方
法

興味関心

評
　
価
　
観
　
点

その他（　　　　　　　　　　　　　）

技能

物質の成り立ちと物質の変化を中心に、自然の中に存在する傾
向や法則を理解する。

知識・理解

備
　
考

学習態度

出席状況 提出物 作品

定期考査

関心・意欲・態度

物質の成り立ちと物質の変化を中心に、実証的、論理的に考
え、分析的、総合的に判断し、そこから導き出される事柄を的
確に表現する。

思考・判断・表現

１

２

３

４

５

１２

６

７

９

１０

１１



滋賀県立彦根工業高等学校（定時制）

学年 ３年 単位数 2
■ 必修 □ 選択

目標

月

　
　○「集合、整列、姿勢、番号、解散」
　○体つくり運動「体ほぐしの運動」「体力を高める運動」
　○陸上競技「走幅跳」
　《球　技》
　○【ﾍﾞｰｽﾎﾞｰﾙ型】ｿﾌﾄﾎﾞｰﾙ「ｷｬｯﾁﾎﾞｰﾙ、ﾄｽﾊﾞｯﾃｨﾝｸﾞ、ﾉｯｸ、ｹﾞｰﾑ」

　　　

  ○体育理論
　《球技選択》
　○【ゴール型】ﾊﾞｽｹｯﾄﾎﾞｰﾙ「各種ﾊﾟｽ、ﾄﾞﾘﾌﾞﾙ、ｼｭｰﾄ、3対3、ｹﾞｰﾑ」
　　　　　　　　ｻｯｶｰ（ﾌｯﾄｻﾙ）「各種ﾊﾟｽ、ﾄﾞﾘﾌﾞﾙ、ﾘﾌﾃｨﾝｸﾞ、ｼｭｰﾄ、ｹﾞｰﾑ」
　《ダンス》
　○現代的なリズムのダンス
　《陸上競技》〇【短距離走・走幅跳】

　《球技選択》
　○【ネット型】ﾊﾞﾄﾞﾐﾝﾄﾝ「ｽﾄﾛｰｸ、ｻｰﾌﾞ、ｸﾘｱｰ、ﾗﾘｰ、ｹﾞｰﾑ」　　
　              卓球「ｻｰﾌﾞ、ﾗﾘｰ、ｹﾞｰﾑ」　　
　《陸上競技》〇【長距離走】

■ ■ ■

■ □ □

□ □ ■

□

体育
教科名 保健体育 科目名

50大修館 保体302 グラウンド

４

最新高等保健体育
使用教科書等 使用教室 体育館

各種運動の実践を通して、安全に留意し、運動技能を高め、運動の楽しさや喜びを
深く味わうことができるようにする。また、体の調子を整え、体力の向上を図り、
生涯を通じて継続的に運動ができる資質や能力を育てる。

運動の楽しさや、体を動かす喜びを体験し、自ら進んで運動し
ようとする態度を養う。また、健康、安全に留意して運動して
いるか。

個人やグループの能力と、運動の特性に応じた課題の解決を目
指して、活動の仕方を考え、工夫しているか。

自己の能力と運動の特性に応じた技能を高めているか。また、
運動の合理的な表現方法を身につけているか。

学習意欲

その他（　　　　　　　　　　　　　）

身体の構造と各種目について理解し、体力を高め、維持・増進
していく能力や知識を理解しているか。

知識・理解

備
　
考

学習態度

出席状況 提出物 作品

定期考査 小テスト 技術・技能

１

２

３

評
価
方
法

興味関心

評
　
価
　
観
　
点

関心・意欲・態度

思考・判断

運動の技能

５

内　　　　　容

１２

６

７

９

１０

１１



滋賀県立彦根工業高等学校（定時制）

学年 ３年 単位数 ２
■ 必修 □ 選択

目標

月

Lesson1 Why Do We Study English?  

Lesson2 Washoku: Our Traditional Food

Lesson3 What should I do?

Lesson4 My School, Your School

Lesson5 Peace, the Polar Bear

Lesson6 Flying  Wheelchairs

Lesson7  Moving As One

Lesson8 Convenience Stores: the Keys to Their  Success

■ ■ ■

■ ■ □

■ □ □

□

日常的な話題についての英語の学習を通して、言語やその運用
についての知識を身につける。

日常的な話題について、情報や考えなど伝えたいことを英語で
話したり書いたりして表現する。

提出物 作品 備
　
考

その他（　　　　　　　　　　　　　）

興味関心 学習意欲 学習態度

出席状況

小テスト 技術・技能定期考査

技能

コミュニケーションに関心をもち、積極的に言語活動を行いコ
ミュニケーションを図ろうとする。

日常的な話題についての英語の学習を通して、その背景にある
文化などを理解しながら、相手が伝えようとすることを理解す
る。

コミュニケーション英語Ⅰ
教科名 外国語 科目名

Revised COMET
English CommunicationⅠ使用教科書等 使用教室 ＨＲ教室
104数研 コⅠ344

日常的な話題について、聞いたことや読んだことを理解し、情報や考えなどを英語
で話したり書いたりして伝える基礎的な能力を養うとともに、積極的にコミュニ
ケーションを図ろうとする態度を育てる。

内　　　　　容

４

５

１

２

３

１２

６

７

９

１０

１１

評
価
方
法

評
　
価
　
観
　
点

関心・意欲・態度

思考・判断・表現

知識・理解



滋賀県立彦根工業高等学校（定時制）

学年 ３年 単位数 ３
■ 必修 □ 選択

目標

月

■ ■ ■

■ ■ ■

□ □ ■

□

使用教室 機械科実習棟

４

５

１

２

実習
教科名 工業 科目名

自主編成プリント使用教科書等

１２

６

７

９

１０

１１

学習意欲

　工業の機械に関する技術・技能を実際の作業を通して総合的に習得させ、技術
革新に主体的に対応できる能力と態度を育てる。

内　　　　　容

○ オリエンテーション
    概要説明、安全作業、心構え、輪番等について
    班別実習 < ３班編成 >　※　３パートをローテーションする。

１.制御実習
　【有接点シーケンス制御実習】
　　電磁リレーの構造を知り、自己保持回路・タイマー回路・並列優先回路・新
  入力優先回路等の制御を学ぶ。

　【PCLシーケンス制御実習】
　　有接点リレーシーケンスで学んだ知識を基に、専用の入力装置を用いて、プ
  ログラムによる制御を学ぶ。

２.旋盤実習
　   旋盤作業としての基本的内容を踏まえていくつかの要素作業を追加し、製
   作課題に取り組む。
　【課題作品】
　『 豆ジャッキ 』の製作

３.溶接実習
 　使用機器の取り扱いについて
　 アーク溶接、ガス溶接およびガス切断の各基本操作
　 半自動溶接機、スポット溶接機およびプラズマ切断機の各操作
　【課題作品】
　 『 ブックエンド 』の製作

提出物 作品

定期考査 小テスト 技術・技能

３

評
価
方
法

興味関心

評
　
価
　
観
　
点

機械に関する基礎的技術に関心を持ち、その改善・向上を目指
して意欲的に取り組むとともに社会の発展を図る創造的実践的
な態度を身に付けている。

関心・意欲・態度

機械技術に関する諸問題の適切な解決を目指して自ら考え、基
礎的な知識と技術を活用して適切に判断し、表現する創造的な
能力を身に付けている。

思考・判断・表現

機械の各分野に関する基礎的な技術を身につけ、安全や環境に
配慮し、実際の仕事を合理的に計画し、その技術を適切に活用
している。

その他（　　　　　　　　　　　　　）

技能

機械の各分野に関する基礎的な知識を身につけ、工業の発展と
環境との調和のとれた在り方や現代社会における工業の意義や
役割を理解している。

知識・理解

備
　
考

学習態度

出席状況



滋賀県立彦根工業高等学校（定時制）

学年 ３年 単位数 ２
■ 必修 □ 選択

目標

月

■ ■ ■

■ ■ □

■ □ □

□

機械工作
教科名 工業 科目名

機械工作１・機械工作２
使用教科書等

基礎的な技術を身に付け、安全や環境に配慮して作業を合理的
に計画し、適切に処理することができる。

評
価
方
法

評
　
価
　
観
　
点

使用教室 ＨＲ教室
7実教 工業315・工業316

６

１２

７

９

１０

材料の加工性や各種の工作法などに関心を持ち、その改善と向
上を目指して、意欲的に取り組むとともに、活用できる態度を
身に付ける。

関心・意欲・態度

知識と技術をもとに、実際の加工・製造技術の諸問題を見つけ
出し、その解決を目指して、創意工夫する能力を身に付けると
ともに、成果を的確に表現できる。

思考・判断・表現

機械工作における加工・計測・生産管理に関する基礎的な知識と技術を習得し、実
際に活用する能力と態度を育てる｡

内　　　　　容

学習意欲

その他（　　　　　　　　　　　　　）

技能

機械工作に関する基礎的な知識を身に付け、機械工作分野の意
義や役割を理解している｡

知識・理解

備
　
考

学習態度

出席状況 提出物 作品

定期考査 小テスト 技術・技能

興味関心

◎鋳造
  鋳造のあらまし、砂型鋳造法、各種の鋳造法、鋳造の計画と管理
◎溶接
　金属の接合と溶接、ガス溶接とガス切断、アーク溶接とアーク切断
　抵抗溶接、その他の接合法、溶接の計画と管理
◎塑性加工
　塑性加工の分類、鍛造、プレス加工、その他の塑性加工
◎表面処理
　金属皮膜処理、化成処理・陽極酸化処理、非金属皮膜処理、鋼の表面硬化

◎切削加工
　切削加工と切削工具、工作機械と切削工具、切削工具、切削条件の選定
  切削理論、工作機械の構成と駆動装置、その他の工作機械
◎砥粒加工と特殊加工
　砥粒加工の分類、研削加工、砥石車、その他の研削加工、遊離砥粒による加工
  特殊加工
◎工業計測と計測用機器
　工業計測、計測器、長さの計測、表面性状の計測、質量と力の計測

◎生産の計画と管理
　生産計画と管理、工程管理、品質管理と検査、資材と運搬の管理
　機械・工具の管理、組織と人事管理、原価管理
　情報技術による生産システムの管理、安全の管理、環境の管理
◎機械加工と生産の自動化
　取付具・ジグ、機械の専用化・自動化、数値制御工作機械、産業用ロボット
　新しい生産方式とシステム技術

２

３

１１

４

５

１



滋賀県立彦根工業高等学校（定時制）

学年 ３年 単位数 ２
■ 必修 □ 選択

目標

月

■ ■ ■

■ ■ ■

■ □ ■

□

製図室使用教室

１

7実教 工業302

機械製図

４

５

製図の規格および製図に関する基礎的な知識と技術を総合的に習得させ、製作
図・設計図などを正しく読み、作成する能力を養う。

内　　　　　容

１２

６

７

９

１０

１１

製図
教科名 工業 科目名

使用教科書等

評
価
方
法

興味関心

評
　
価
　
観
　
点

学習意欲

その他（　　　　　　　　　　　　　）

技能

機械製図に関する基礎的、基本的な知識を理解し、各種機械や
部品の製作に使用される図面等の役割や作図法などを身につけ
ている。

知識・理解

備
　
考

学習態度

出席状況 提出物 作品

定期考査 小テスト 技術・技能

機械製図に関する諸問題を把握、考察を深めるとともに、その
知識と技術を活用しながら表現する力を身につけている。

思考・判断・表現

機械製図に関する基礎的、基本的な知識と技術を習得するとと
もに、図面などを正しく読み、作成できる力を身につけてい
る。

２

３

　○製図の基礎
　　 ① 機械製図と規格           ② 製図用具とその使い方
　　 ③ 図面に用いる文字と線     ④ 基礎的な図形のかき方
 

　○製作図
　　　「等角投影図の製作」

  ○製図の基礎
　　 ① 投影図の描き方           ② 立体的な図示法
     ③ 製作図のあらまし         ④ 図形の表し方
　　 ⑤ 寸法記入法           　  ⑥ 公差、表面性状
　
　○製作図
　　　「等角投影図の製作」「第三角法による投影図の製作」

  ○製作図
     ① 公差、表面性状　         ② ねじの基本
　　 ③ ボルト・ナット       　  ④ 歯車の基礎
　
　○製作図
　　　「第三角法による投影図の製作」

機械製図に興味・関心をもち、その意義や役割の理解および諸
問題の解決を目指して、主体的に取り組もうとしている。

関心・意欲・態度



滋賀県立彦根工業高等学校（定時制）

学年 ３年 単位数 １
■ 必修 □ 選択

目標

月

■ ■ ■

■ ■ □

■ □ □

□

     ○機械と設計
　　　   　　・機械の機構
　　　   　　・機械要素

　   ○機械に働く力と仕事
　　　　   　・力の合成と分解
　　　　   　・力のモーメントと偶力
　　　　   　・力のつり合い

　   ○引張り 　･圧縮過重を受ける材料の強さ
　　　　　　 　 ・応力とひずみ
　 　○せん断荷重を受ける材料の強さ
　　　　　 　　 ・せん断応力とせん断ひずみ
　 　○曲げ   　・はりのせん断力と曲げモーメント

　　 ○運動
　　　   　　・速度と加速度
　　　　   　・周速度と角速度
　　　　   　・慣性の法則

　　 ○仕事と動力
　　　　　   ・てこの仕事
　　　　　   ・輪軸や滑車などの仕事

２

機械設計
教科名 工業 科目名

４

内　　　　　容

使用教室 ＨＲ教室
機械設計１

使用教科書等
7実教 工業319

　機械設計に関する基礎的な知識と技術を習得させ、機械・器具などを創造的、合
理的に設計する能力と態度を育てる。

技術・技能

その他（　　　　　　　　　　　　　）

１

５

１２

６

７

９

１０

１１

　機械設計に関する原理、理論および計算の基礎的･基本的な内
容を重視し、現実的な設計技術に関心を持ち、創造的に機械を
設計する能力と意欲的に取り組む実践的な態度を身につける。

機械設計に関する諸問題の解決を目指して自ら思考を深め、基
礎的な知識を活用して創意工夫し、その成果を的確に表現する
力を養う。

機械設計に関する技能を身に着け、実際に設計する際に必要と
なる、計画･構想･実践までを適切に行う力を養う。

興味関心

評
　
価
　
観
　
点

関心・意欲・態度

３

評
価
方
法

思考・判断・表現

学習意欲

技能

機械設計に関する基礎的・基本的な知識を身につけ、機械に働
く力や機構について理解し、実際的な設計技術を有効に活用で
きる能力を養う。

知識・理解

備
　
考

学習態度

出席状況 提出物 作品

定期考査 小テスト


